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八戸エコ ・リサイクル協議会

活動のあゆみ

● 平成8年 4月 1日 日 本初のリサイクル資料館 「包」バオ開館

市民の方に環境問題の交流の場所として誕生致しました。 1階 は、現在深刻化している

環境問題を通じてリサイクルを学習する所です。2階は食文化に大きく貢献してきた紙 ・

器の歴史を実際に見て学習する所です。館内には、6, 000点 を超えるリサイクル製品

が展示されています。 (パオ来館者数 4,850名 )
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● 平成 9年 9月 1日  八 戸エコ ・リサイクル協議会設立

平成 9年 4月 から施行された容器包装リサイクル法を機に設立しました。地域住民 企

業 ・行政の三者が協力しあって、環境保全、資源の有効活用の促進、地域でゴミを資源化

して市場に戻す 「地域循環型」のリサイクルシステムの構築を目指しています。平成 15

年 12月 の時点で総会員数は515、 個人263、 法人252の 登録となりました。事務

局を常設とするため、リサイクル資料館パオの一室を借りました。

(パオ来館者数 6,120名 )

募考主料・h2

● 平成 10年  初 の試みにチャレンジ

3月 より初の試みとして、分別回収古紙をリサイクル商品にして地元に返す地域循環型

のリサイクルをスタートさせました。八戸の古紙回収が進む一方でリサイクルが進んでい

ないことに注目、倉庫に保管されたままになっていた古紙を原料として、古紙 100%の

トイレットペーパーの製造、販売を企画、実施しました。古紙再生トイレットベーパーは

「エコライフ」という名前とし、現在も販売を統けています。

(パオ来館者数 6,830名 )

歩考資料 陥 3

● 平成 11年  古 紙 リサイクルか ら植林事業へ

6月からは、地域温暖化の要因である二酸化炭素の削減と森林保全を目指して、植林事

業を始めました。地球温暖化防止の国際会議で日本は2010年 までに1990年 の排出

量から6%削 減する国家目標を約束しましたが、4%が 限界であるといわれています。そ

こで八戸地域分の2%削 減を10万 本の広葉樹の植林で達成しようという計画です。青森

県の田子町の山林からスタートしました。多くの団体や企業が主旨に参加して2010年

には豊かな森ができればと思います。 (パオ来館者数 7, 150名 )



● 平成 12年  地 域の問題は地域で解決 ・目指すは地域循環型社会

4月 から割り箸リサイクル事業をスター ト。市内の飲食店約 6, 000軒 を中心に販売

業者に回収してもらい、三菱製紙八戸工場に搬入しパルプとして資源化していく試みです。

青森県内初の全市対象の取り組みで高い評価と感心を集めています。
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12月 16日 からは、新聞紙やOA用 紙 ・ダンポールなど事業系古紙の完全リサイクル

を目指した 「エコステーション」を八戸絡含卸センター内、食の文化資料館 「包」の隣へ、

モデル事業として開設しました。企業の集団回収システム 「オフィス町内会Jと しては青

森県第 1号です。 12品 目の細分化したオフィス系古紙を24時 間体制でステーションで

受け付ける集団回収方式により、資源化とゴミ処理のコスト肖Ⅲ減に成果が上がっています。

また回収は知的障害者の方々に協力して戴き、それぞれ東北 ・北海道の製紙工場へ引き

取られ新聞紙やダンボール原紙 ト ィレットペーパーに再生され、八戸へも戻ってきてお

ります。企業の集団回収システムによるコスト削減とリサイクル ・知的障害者の雇用促進

が、「エコステーション」のコンセプトです。

(バオ来嬢者数 11,550名 )
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● 平成 13年  エ コ神社建立

7月 26日 環境保全やリサイクルを考える象徴として建立しました。お社は全部リサイク

ル材を使用しています。ご神体は石で、焼却灰のリサイクル材です。私たちは自然から様々

な資源をいただいていますが、焼却灰という最後のゴミをまた石に戻し大地に帰すリサイ

クルの姿をご神体にしました。今後は、八戸エコ リ サイクル協議会事務局、食の文化資

料館 包 ドオ ヘ 常設し、来館の方々への環境保全とリサイクルの啓蒙活動に役立てたいと

思います。また、このエコ神社は可動式となっており神輿のようにどこへでも移動は可能

です。各種のイベント会場、商店街のお祭り等へ出店し、エコおみくじで子供達に遊びな

がら、リサイクルの勉強をしてもらいたいと思います。企業においては、イベントはもち

ろん、 IS0 14000シ リーズ取得の取得祈願等へ利用していただければ幸いです。

貸し出しは、事務局へ申し出ていただければ、いつでも無料貸し出し致します。

10月 2日 には、事務局となっている食の文化資料館 「包」ハ
°
オ 来 館者が、50,000

人を達成、当日来鮨された南郷村立市野沢小学校の皆さんへ、記念品と盾、証明書を贈呈

しました。食の文化資料簿 「包」ハオは、平成 8年開館以来6年 目に、 50,000人 を達成

しました。今後も小、中、高校生への環境問題の発信基地として活動して行きたいと思い

ます。

(パオ来揺者数 13,845名 )
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● IC0 2副滅油林手調

毎年 年 2回 植林実施 南 部日

全域でco2 2%削 減を目指し

て 10年間で lo万本の広葉樹を植

林する計画で実施してぃま曳

● 削り箸)サィクル球剰

市内Ixxl軒 の飲食店の使用済み

割り客を回収、製紙工場へ投入して
パルプとして資源化

チラシ ・コピー用紙へ再生

●トヨ・ステーション開調

チラン・ヨピー も新関紙 ・oA用

紙 ・ダンボール等の完全リサイクル

を目指した集団回収方式の集積所で

丸 人戸に現在 2ヶ所あります七卸

センター内と六日町岩徳パルヨ内で

す。最終的に市内25ヶ 所を目指し

ていま帆

● 卜ま・ライフの製造・販州

市内で回収した古紙を製紙工場へ

搬入。 トイレットベーパーに生まれ

変わります。

地域循環型リサイクルの最終形で丸

植林した木の

問伐材を利用

して制箸製造

ヨビー瓶A-4 12如 枚

チラシB-4 620枚 の

原料になります。

これを、また回収しますと

使用済み観客 51100本 (lo 18)
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●平成 14年  環 境対応型 八 戸屋台村 建 築

11月 19日  八 戸屋台村 み ろく検丁がオープンしました。八戸エコ ・リサイクル協

議会では、現在、部会が6部 会あり、その内の 1部会に地域特性を重視した地域都市にお

けるまちづくりの研究 「環境対応型 ま ちづくり構想プロジェクトJが あり、調査、研究

を進めてまいりました。又、平成 12年 4月 には八戸の食材を活かしたオーガニック商品

八戸オリジナルメニューの開発、又、食材だけでなく施設、食器、綺子、テープルも含め

た、食べる環境をトータルとして考えた 「食文化の環境プロジェクト」も発足しました。

この2つ のプロジェクトが究極的に考え出したのが、「環境対応型 屋 台村構想」であり

ました。

20世 紀の大量生産、大量消費、大量廃薬も終わりを告げ、 21世 紀は地球環境を考え

人間性の共存、ゆとり、安全が求められる時代となりました。

「屋台」とは、商業の歴史の中で 1番始めの形です。低資本、低コストで行うことが出

来、現在失われつつある人と人とのコミュニケーションの原点でもあります。

太陽、星空のもと、夏は暑く、冬は寒く自然のままに食事をし買い物もする。今一度、

原点に返る 「屋台」構想を考えてまいりました。そして平成 13年 7月 、新幹線八戸駅開

業事業実行委員会が発足し、その部会の中で我々の屋台村構想が取り上げられ、調査研究

に弾みがつき現在に至っております,

今後も、この屋台村が、環境への啓蒙活動の一環として、市民の皆様に愛され続けるよ

う活動し、八戸においでになるお客様へ八戸市としての環境問題への取り組みを見学して

頂きたいと思います。

◎八戸屋台村コンセプト

1 新 幹線八戸駅開業における、お客様へのおもてなしとしての目玉として。

2 中 心商店街の活性化として。

3 日 本初の環境対応型 「屋台村」として。

(全ての施設がエコロジー施設とバリアフリー型の設置)

4 八 戸の情報発信塁地として。(観光地、イベント、飲食店の紹介)

5 若 手起業家を育てたい。        キ 解釣  功 祇ほと   キ 柴生・4マ

6 全 国に誇る八戸のオーガニック食材の提供と八戸の新名物料理・郷土料理を一堂

.婿 とり空千とえ父ぁ幕開け憾 が 提 。

あ潟D悟
転酔よ

｀キ対ミ存 と演 SSミ

[定

義一

畳襟軽2層 景季宮畳品

経済性に立脚した、人と人、人と自然の

]

(パオ来館者数 15,630名 )
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●平成 15年  NPO法 人 CROSS 設 立

平成 9年 4月 に容器包装リサイクル法が施工された事により、企業も住民も行政もその活

動の中に環境政策を取り組むことが義務づけられました。この法律施工を契機に今まで取

り組む事がなかなか出来なかった環境問題に、地域住民、企業、行政三者の協力によって

環境に優しい社会を創る事を目指して八戸エコ・リサイクル協議会が誕生しました。そし

てこの三者の協力により、八戸エコ ・リサイクル協議会は、環境保全と地域循環型社会の

創造を目指し活動して参りました。八戸エコ リ サイクル協議会では、地域の古紙のだぷ

つきの問題解消をするべく、再生トイレットベーパー (エコライフ)を誕生させると共に、

世界的な環境問題として重要視されていたC02削 減というテーマに対し、地域で取り組

むC02削 減の為の植林事業をスター トさせました。リサイクルコスト削減を目指し、集

団回収によるコストダウンを実現する為に、エコステーションも開設しました。これらの

事業はモデル事業として展開してきましたが、地域の経済社会システムの構造改革のコー

ディネーターの役割を果たしてきたと思います。こうした経緯の中で、継続的な事業活動

を実現する為には、やはりNPO法 人が必要であると強く認識しました。設立当初から、

法人格を持った組織の必要性は繰り返し議論されてきましたが、協議会の性格としての法

人格を持つということは難しいと判断していました。協議会では具体的な継続事業を実施

する際、別に法人格を取得するという考えがあったからです。

この度、青森県環境 エ ネルギー産業創造特区構想提言により、その具現化の為の担い手

として、NPO法 人の立ち上げをすることになりました。

一 主 な 活 動 内 容 一

(1)環境保全を図る活動

● 陸 奥湾美浜清掃事業等への参加協力

● 植 林保全事業等への参加協力

(2)社会教育の推進を図る活動

● 循 環型社会形成の普及促進を図る社会教育と教材等の研究

(3)まちづくりの推進を図る活動

● 産 業創造特区構想の研究

● バ イオマス、新エネルギーについての研究と各種フォーラムの開催

(4)特定非皆利活動にかかわる活動

● 環 境エネルギー産業創造特区を含む循環型社会に向けた

産 ・学 ・官 民 一体となつた研究、実証試験等の事業推進及び提言活動

(5)収益事業

● 環 境リサイクルや新エネルギー分野での先端的研究成果の蓄積及び

新たなビジネスモデルの創出など

(パオ来館者数 16. 360名 )

平成 15年 12月 31日 現在  総 来館者数 82 335名

う考資料・NE 8



● 平成 16年  八 戸スローフー ド協会 設立

八戸エコリサイクル協議会の下に設けられた6部会の中のひとつ、食文化環境プロジェク

ト (八戸の食材を生かしたオーガニック商品や八戸オリジナルメニューの開発のほか、施

設等食べる環境もトータルに考えるもの)を 発端として生まれた八戸屋台村みろく横T、

我々の最大のテーマである 「地産地消にとことんこだわるJこ のコンセプトのもとに運営

してまいりましたが、この運動を、八戸地域全体へ広げる為には、全く別に、協会を立ち

上げるべきであるとの結果により、現在、八戸地域の飲食店の方々、地元生産者の方々、

消費者の方々へご案内を差し上げ、設立致しました。

今 後 の 方 針

● 郷 里の伝統料理を次代に伝える

。 価 値ある農産物や食品を指定 ・保護する

。 子 供達に味党の教育を行う

支 部 の 活 動

地域で生産した食材を地域で消費する 「地産地消Jを 原則とし、地元の生産者 (農家 ・

漁師)と 連携して、地元の食材を消費していきます

定期的に生産者 ・販売者 ・消費者と交流会を実施

支部主催で、定期的に講演会を実施

八戸屋台村を使って、朝市 ・夕市等のイベントを開催し、地元の食材をアピールする

歩考賞丼・h9

●

●
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●環境マネジメン ト 「KE SJ認 証取得

八戸屋台村 「みろく横丁Jは IS014001の 国内版ともいえる環境マネジメントシス

テム KESの 認証を取得致しました。KES認 証制度は京都市の 「京のアジェンタ21

フォーラムJ力【2001年 5月から始めました。弘前市で市民や事業者主体の団体、ひろ

さきバートナーシップ21・ 青森環境マネジメントシステムフォーラム (代表 鶴 見実 弘

前大教授)が 言森県内でKESの 普及に努めています。

八戸エコ リ サイクル協議会では、発足当時から、 IS014001に 注目し研究して参

りましたが、認証取得費用が高く大企業では営業上必要とされて取得されてまいりました

が、中小企業、零細企業では、必要ないと思われてきました。

しかしながら、環境を数値で評価する ISOは 、今後、企業の環境問題には不可欠である

と思います。

認証取得費用が、十分の一以下で済む為、今後企業の努力次第で、十分プラスになるのが

「KES」 認証制度であると思います。この方式が全国に広まっていければ環境問題の大

きな柱のひとつになるでしょう。

か考資料・臨10
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● 平 成 16年  全 国屋台村連絡協議会 設立

八戸屋合村みろく検丁がまもなく2周年を迎えることとなります。

この度の屋台村建設 ・運営にあたって、一番驚いているのが、全国からの視察 ・講演依頼

でございます。約2年間で、視察 212組 2,760名 の方々が全国より八戸へおいでにな

つております。ホームページで申し込みされた方々の実数ですが、この数倍以上の方々が

視察にお見えになっていると思われます。おいでになった方々へは、アイデア ・ノウハウ

を全て公開しております。地域づくり・街づくりの為の方式を取り入れた屋合村が全国各

地に出来る日もそう遠くないと思われます。

しかしながら、今後、地域づくりの為の屋合村だけが出来るとは限らず、営利目的のみの

屋台村が出てくることも考えられます。

そこで、我々の趣旨に賛同頂き、各地方都市において地域づくりの屋台村として運営して

頂ける屋台村の皆さんと共に、地域課題解決型の事業 (コミュニティビジネス)と して連

携を図って行く為に協議会を設立致しました。ファーストフードのチェーン化と同様、全

国各地でより完成度の高い屋台村が出来、その地域の風土に根ざした郷土料理を提供する

屋台村が日本中に出来る事を願っております。

(パオ来館者数 16, 835名 )

平成 1 6 年 1 2 月 3 1 日現存   総来館者数  9 9  1 7 0 名

歩考資料 ,に 11



● 平 成 18年  八 戸横丁連合協議会 設 立

八戸屋台村みろく横丁が誕生して4年 目になりますが、みろく横丁最大の目的は中心街活

性化にあります。この本来の目的をさらに強化すべく各横Tの 皆さんと連続を組み、中心

街に賑わいと回遊性を持たせるべく協議会を設置いたしました。

本来、横丁の役割は人中心の街区形成にあり、歩行者が安心して歩ける、正に歩行者専用

の横丁であります。八戸には名前の付けられている8つ の検丁が残っており、中心街の財

産とも言えるものであります。新幹線が開業し、多くの人が訪れるようになった現在、も

っと街を知って頂きたいし、歩いて楽しんで頂きたいと思います。

そこで、我々の趣旨に賛同頂き、各槙丁の皆さんと共に地域課題解決型の事業 (コミュニ

ティビジネス)と して連携を図って行くれに、ここに八戸横丁連合協議会を設立いたしま

した。

チ考貫科・h12



● 主 な 受 賞

平成 12年 10月 22日    第 8回 ろうきん 1億円基金

(ふるさと ガ ンバリスト フ ォーラム)奨 励賞

平成 12年 10月 25日    平 成 12年 度リサイクル推進協議会     全 国会長賞

平成 13年  2月 18日    第 6回活彩あおもリイメージアップ賞    大  賞

平成 13年  2月 22日    第 13回 あおもり活性化大賞        奨 励賛

平成 13年 11月 17日    平 成 13年 度全国ふるさとづくり賞     振 興奨励賞

平成 13年  9月  1日    ソ ロブチミスト日本財団の環境貢献賞    感 謝状

平成 13年 12月  7日    地 球温暖化防止活動大臣賞         大 臣賞

平成 14年  2月 25日    平 成 13年 青森県生活環境改善事業知事表彰

生活環境改善模範団体賞

平成 14年  9月  1日    ソ ロプチミスト日本財団の環境貢献賞    感 謝状

平成 15年 10月 22日    八 戸屋台村みろく横丁

リデュース ・リュース ・リサイクル推進功労者

全国会長賞

平成 16年  2月 26日    八 戸屋台村みろく横丁

第 16回 あおもり活性化大賞       大  賞

平成 16年  3月  9日    八 戸屋台村みろく横丁

環境マネジメント 「KES」  認 証取得

平成 16年  6月 27日    平 成 16年 度青森県植樹察緑化功労者賞   表 彰状

平成 16年 11月 11日    八 戸屋台村みろく横丁

平成 16年 度全国ふるさとづくり賞    振 興奨励賞

平成 17年  2月  7日    八 戸屋台村みろく検丁

第 10回 活彩あおもリイメージアップ賞  推 進賞

平成 17年 10月  4日    八 戸屋台村みろく横丁

第 17回 八戸市まちの景観賞  ま ちなみ空問部門受賞

平成 17年 10月 26日    平 成 17年 度生活環境改善模鶴地区    環 境大臣表彰

平成 18年  5月 30日    八 戸屋台村みろく横丁

経産省、中小企業庁 「がんばる商店街七十七選」 選 定



■ 団 体 名

代表者氏名

事 務  局

八戸エコ ・リサイ クル協議会  平 成 9年 9月 1日設立

会  長   根 城  秀 峰

事務局長   中 居  雅 博

〒039‐1121   八 戸市卸センターニ丁目5-18

電話 017829‐0815  F A X0178‐ 29‐0776

口 団 体 名

代表者氏名

事 務  局

(有)北 のグルメ都市

(八戸屋台村 みろく横丁)

代表取怖役社長   中 炉葺  牙佳神専

〒039‐1121   八 戸市卸センターニ丁目5-18

電話 0173'29 0815  F A X0178 29 0776

平成 14年 9月 10日 設立

■ 団 体 名

代表者氏名

事 務  局

NPO法 人 循環型社会創造ネッ トワーク

(NPO法 人 CROSS ク ロス) 平 成15年 2月26日設立

理 事 長  類 家  伸 一

事務局長   音 喜 多  博

〒031‐0801   八 戸市江陽二丁目18-8KDビ ル

重誼 O17341モ2499_(E4ェ 去説

八戸スローフード協会 平成 16年 1月 21日 設立

会  長   河 原 木  督 悦

事務局長   中 居  雅 博

〒0310841   八 戸市大字鮫町字小舟渡平9-19

電話0178 33 8636  FAX0173 33‐9134

口 団 体 名

代表者氏名

事 務  局

口 団 体 名

代表者氏名

事 務  局

全国屋台村連絡協議会 平成 16年 10月 22日 設立

会  長   久 保  裕 史

事務局長   中 居  雅 博

〒0391121   八 戸市卸センターニ丁目5-18

電話 0178 29 0315  F AX0178'290776

口 団 体 名

代表者氏名

事 務  局

八戸横丁連合協議会 平成 18年 6月 2日設立

会  長   中 居  雅 博

事務局長   月 舘  裕 二

〒031‐0089   八 戸市長横町7-1ム ーンブラザ管理室内

電話 017872‐3311 (FAX共 通)

1 1



現

昭和25年

昭和44年

昭和48年

昭和48年

昭和54年

昭和54年

平成 3年

平成 8年

平成 9年

平成14年

著 作 物

趣  味

なか い まさ ひろ

中居 雅博 (プロフィール)

中居食品容器欄代表取締役社長

八戸市で出生

青森県立人戸北高等学校卒業

専ほ大学経営学部卒業

日本マクドナルド船 入社

日本マクドナルド脚 退社

中居食品容器榊 入社 (家業)

中居食品容器榊 社長就任

リサイクル資料館「食の文化資料館 包(パオ)」を開館

八戸エコ・リサイクル協議会設立

働北のグルメ都市「A戸 屋台村みろく横T」設立 代表取締役就任

現在に至る

「循環型社会構築に向けて」

エコツーリズム、スローフードライフ

職

影響を受けた1冊の本 : RKタ ーナー、Dピアス、1ベイトマン共著「環境経済学」

平成 8年  食 の文化資料館 包(パオ)「日本初のリサイクル資料館」

平成 9年  八 戸エコ・リサイクル協議会

平成10年  八 戸外食産業活性化研究会

平成12年  者 森県食品包装協議会

平成14年  有 限会社 'ヒのグルメ都市「八戸屋台村みろく横T」

平成15年  NPO法 人 循環型社会創造ネットワーク(クロス)

平成15年  北 東北食品包装協議会

平成16年  八 戸スローフード協会

平成16年  全 国屋台村連絡協議会

平成18年  八 戸横T連 合協議会

協同組合八戸総合卸センター

八戸ライオンズクラブ

青森県立八戸第二奏護学校八戸職親会

青森県立八戸東高等学校

はちのへ新幹線活用事業実行委員会 食文化創造部会

NACAア ートコアあおもり

青森通リズム 株式会社

長

長

長

長

役

事

長

長

長

長

赫　赫輛　　櫛赫

館

事

会

事

代

理

会

事

事

会

事

長

長

長

長

事

員

△
〓
〈
〓

昨

推

理

前

副

前

副

理

役


